
【倉吉市国土強靱化地域計画 「事業一覧」】　計画期間：R2年度～R6年度

事業名
起きてはならない最悪の事態（国土強
靱化計画）

事業（取組）の概要 事業規模
全体事業費

（千円）
事業期間 現況

計画完了時
（R7.3）の状況

事業
主体

担当部署
備考

※重複する目標番
号（１～８）を記載

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道清谷大塚線(大塚橋)の整備 L=267m 383,500 R3～R8
約30％

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道服部上条線（陰橋）の整備 L=33m 32,000 R2～R3
完成

(R3年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道福山若土線（大鴨歩道橋）の整備 L=153m 150,000 R1～R3
完成

(R3年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道野添1号線（上木戸坂2号橋）の整備 L=2m 4,000 R3～R4
完成

(R4年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道本町大鳥居線（金屋橋）の整備 L=7m 10,100 R3～R4
完成

(R4年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道本町大鳥居線（金屋側道橋）の整備 L=8m 5,000 R3～R4
完成

(R4年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道西町越殿町線（西町越殿町1号橋）の整備 L=3m 10,600 R3～R5
完成

(R4年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道野添1号線（第一野添橋）の整備 L=33m 39,000 R3～R5
完成

(R4年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁点検）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道の橋梁点検 N=580箇所 150,000 R1～R5
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁点検）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道の橋梁点検 N=580箇所 150,000 R6～R10
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道西町新町3丁目線（西町新町3丁目1号橋）の整備 L=4m 7,000 R4～R5
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道上福田福積線（辰ヶ口橋）の整備 L=41m 20,000 R4～R5
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道福本福富線（犬島橋）の整備 L=31m 32,000 R4～R5
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道野添1号支線（野津見1号橋）の整備 L=20m 10,000 R4～R5
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

　＜これは、「倉吉市国土強靱化地域計画」に基づく事業のうち、国予算を活用して実施する事業の一覧となります。（毎年度更新予定）＞

１．人命保護



事業名
起きてはならない最悪の事態（国土強
靱化計画）
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全体事業費
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（R7.3）の状況
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道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道穴沢斎尾大沢線（穴沢斎尾大沢1号橋）の整備 L=20m 9,000 R4～R5
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道上福田妻ノ神線（妻ノ神橋）の整備 L=60m 78,000 R5～R6
10%

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道上井23号線（上井16号橋）の整備 L=4.4m 9,000 R5～R6
10%

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道米田町1号線（米田町1号橋）の整備 L=3.5m 10,000 R5～R6
10%

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道鍛冶町1丁目1号線（鍛冶町1丁目1号橋）の整備 L=2.4m 9,500 R5～R6
10%

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道大谷12号線（大谷橋）の整備 L=4.6m 11,000 R5～R6
10%

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道西町大正町2丁目線（西町大正町2丁目1号橋）の整備 L=3.7m 6,000 R6～R7
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道中河原長坂線（東橋）の整備 L=153.0m 77,800 R6～R9
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道広瀬2号線（広瀬1号橋）の整備 L=15.1m 19,300 R6～R7
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道中江中央線（中江2号橋）の整備 L=2.0m 4,500 R6～R7
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道清谷9号線（清谷1号橋）の整備 L=2.8m 7,100 R6～R7
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道堺町3丁目三明寺線（向山大橋）の整備 L=164.0m 84,100 R7～R10
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道大正町2丁目旭田町線（大正町橋）の整備 L=2.4m 5,600 R7～R8
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道浅井線（浅井3号橋）の整備 L=14.9m 11,400 R7～R8
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（橋梁補修）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道小泉線（桑ノ木橋）の整備 L=16.5m 16,900 R7～R8
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6



事業名
起きてはならない最悪の事態（国土強
靱化計画）

事業（取組）の概要 事業規模
全体事業費

（千円）
事業期間 現況

計画完了時
（R7.3）の状況

事業
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※重複する目標番
号（１～８）を記載

道路メンテナンス事業補助（道路付属物点検）

1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道の道路付属物点検 N=3箇所 8,500 R5
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 2,5,6

道路メンテナンス事業補助（道路付属物点検）

1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

市道の道路付属物点検 N=3箇所 8,500 R10
0%

(R4年度)
事業継続 市 建設課 2,5,6

防災・安全交付金（都市公園）
1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

遊具更新、体験学習施設の改修（長寿命化対
策）

N=8箇所 288,000 R3～R7
約84％

（R5年度）
事業継続 市 管理計画課

社会資本整備総合交付金事業
（住宅・建築物安全ストック形成事
業）

1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

住宅の耐震化（除却・建替え含む）に要する経費
の補助

戸数＝25件 91,000 R3～R7
14件

（R5年度）
事業継続

市
住民

建築住宅課 -

社会資本整備総合交付金事業
（住宅・建築物安全ストック形成事
業）

1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

特定既存耐震不適格建築物の耐震化（除却・建
替え含む）に要する経費の補助

件数＝3件 260,000 R3～R7 （R5年度） 事業継続
市

民間事業
者

建築住宅課 -

社会資本整備総合交付金事業
（住宅・建築物安全ストック形成事
業）

1-1 地震による建物・交通施設等の倒
壊や火災による死傷者の発生（住宅密
集地、不特定多数施設含む）

所有者等が行うブロック塀の除却又は改修に要
する経費の補助

35件 27,000 R3～R7
10件

（R5年度）
事業継続

市
住民

建築住宅課 -

防災・安全交付金（河川事業） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水
まるごとまちごとハザードマップ（想定浸水深表
示看板の設置）による浸水危険情報の周知

想定浸水深表示看
板設置50箇所

7,000 R2～R6 完成 完成 市 防災安全課

上井排水区（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水
近年の集中豪雨の多発など浸水リスクが増大する中
で、浸水被害の未然防止のために浸水対策事業を実
施する。

雨水管 L=350m 120,000
　　R11
R2～R8

50%
(R4年度）

事業継続
完成

市
上下水道局

工務課

倉吉排水区（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水
近年の集中豪雨の多発など浸水リスクが増大する中
で、浸水被害の未然防止のために浸水対策事業を実
施する。

雨水管 L=800m
2,000,000

800,000
　　R9

R2～R8
0%

（R4年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

西倉吉排水区（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水
近年の集中豪雨の多発など浸水リスクが増大する中
で、浸水被害の未然防止のために浸水対策事業を実
施する。

貯留池2箇所
ポンプ施設2箇所

3,000,000
230,000

　　R13
R2～R6

0%
（R4年度）

事業継続
完成

市
上下水道局

工務課

防災・安全交付金（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水 上井排水区の浸水対策 雨水排水管 L=500m 120,000 R2～R11
50%

(R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

防災・安全交付金（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水 倉吉排水区の浸水対策） 雨水排水管 L=850m 3,000,000 R2～R9
0%

（R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

防災・安全交付金（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水 西倉吉排水区の浸水対策
貯留池2箇所
ポンプ施設2箇所

3,000,000 R2～R13
0%

（R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

防災・安全交付金（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水 上井雨水排水ポンプ場の浸水対策
雨水ポンプ場（改築・
耐震化・耐水化）

1,700,000 R2～R11
30%

(R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

防災・安全交付金（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水
倉吉排水区・沢井手排水区のストックマネジメン
ト

ストックマネジメント
計画策定、管路の点
検調査、更新

110,000 R5～R9
0%

（R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課
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起きてはならない最悪の事態（国土強
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防災・安全交付金（浸水対策） 1-3 ゲリラ豪雨等による市街地の浸水
上井地区外排水区外、内水浸水想定区域図の
作成

内水浸水想定区域
図作成　(11排水区)

70,000 R6～R7
0%

（R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

防災・安全交付金（交通安全(通学路)）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道大谷大谷茶屋線ほか7路線の整備
歩道整備
L=3.38km

130,000 H30～R5
完成

（R2年度）
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（交通安全(通学路)）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道下余戸中央線の整備
側溝改良
L=80m

10,000 R7～R9
0%

（R5年度）
事業継続 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道西倉吉町福守町線ほか76路線の整備 照明ＬＥＤ　一式 62,000 R2～R11
約50％

(R5年度)
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道住吉町円谷町線の整備
側溝改良
L=1360m

125,000 R2～R11
約80%

（R5年度）
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（踏切改良）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道和田東町井手畑線の整備 踏切改良 170,000 H29～R4
完成

（R4年度）
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道宮川町1号線ほか2路線の整備 L=215m 21,000 R2～R3
完成

(R3年度)
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道堺町3丁目3号線ほか1路線の整備 L=145m 30,000 R1～R5
完成

（R5年度）
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道上井14号線ほか1路線の整備
側溝改良
L=500m

10,000 H30～R11
約40%

（R5年度）
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道北野12号線ほか1路線の整備 L=215m 20,000 R1～R5
完成

(R3年度)
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道八幡町1号線ほか2路線の整備
側溝改良
L=415m

80,000 H30～R11
約10%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道沢谷藤井谷線の整備
落石対策
L=100m

130,000 R4～R11
約10%

（R5年度）
事業継続 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道和田東町井手畑線の整備
側溝改良
L=600m

60,000 R4～R11
約20%

（R5年度）
事業継続 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道みどり町13号線の整備
法面対策
L=80m

150,000 R7～R11
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道鍛冶町1丁目八幡町線の整備
側溝改良
L=230m

25,000 R4～R8
約10%

（R5年度）
事業継続 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道仲ノ町明治町線外1路線の整備 L=235m 15,000 R4～R6
完成

(R5年度)
完成 市 建設課 6

防災・安全交付金（構造物修繕）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道東鴨新町中央線線外2路線の整備
側溝改良
L=612m

150,000 R7～R11
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 6

５．地域経済活動の維持



事業名
起きてはならない最悪の事態（国土強
靱化計画）

事業（取組）の概要 事業規模
全体事業費

（千円）
事業期間 現況

計画完了時
（R7.3）の状況

事業
主体

担当部署
備考

※重複する目標番
号（１～８）を記載

社会資本整備総合交付金（市道改良）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道西倉吉北野線の整備
道路改良
L=700m

110,000 R1～R9
約40%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 6

社会資本整備総合交付金（市道改良）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道和田東町井手畑線の整備
道路改良
L=800m

380,000 R1～R7
約80%

（R5年度）
事業継続 市 建設課 6

社会資本整備総合交付金（市道改良）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道小鴨福山線の整備
道路改良
L=2.75km

38,000 H28～R8
約50%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 6

社会資本整備総合交付金（市道改良）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道天神野福光線の整備
道路改良
L=520m

27,000 H28～R8
約90%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 6

社会資本整備総合交付金（市道改良）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道東巌城町駄経寺町線の整備
道路改良
L=300m

80,000 R2～R6
約50%

(R5年度)
完成 市 建設課 6

社会資本整備総合交付金（市道改良）
5-2 交通インフラネットワークの機能停
止

市道八屋上井線の整備
道路改良
L=200m

60,000 R7～R10
0%

(R5年度)
事業継続 市 建設課 6

上井雨水排水ポンプ場（ストックマネジメント）

6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

処理機能の停止及び事故の未然防止等の観点か
ら、早急かつ計画的に施設の改築・更新を実施する。
また、災害の未然防止のために、浸水対策事業を実
施する。

下水道施設のストッ
クマネジメント

1,700,000
110,000

　　　R11
Ｒ2～R6

30%
(R4年度）

事業継続 市
上下水道局

工務課

倉 吉処理区（未普及改善）
社会資本整備総合交付金

6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

倉吉処理区（未普及対策）
新たに下水道区域に取り入れた区域の公共下水道
の整備

汚水管 L=880m 130,000 R2～R8
67%

（R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

上井雨水排水ポンプ場（ストックマネジメント）

6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

処理機能の停止及び事故の未然防止等の観点か
ら、早急かつ計画的に施設の改築・更新を実施する。
また、災害の未然防止のために、浸水対策事業を実
施する。

下水道施設のストッ
クマネジメント

1,700,000
110,000

　　　R11
Ｒ2～R6

30%
(R5年度）

事業継続 市
上下水道局

工務課

防災・安全交付金
6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

倉吉処理区・関金処理区（ストックマネジメント）
 処理機能の停止及び事故の未然防止等の観点か
ら、早急かつ計画的に施設の改築・更新を実施する。

下水道施設のストッ
クマネジメント

300,000 R2～R11
0%

(R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

防災・安全交付金
6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

倉吉処理区・関金処理区（地震対策）
重要な施設に接続する下水道管路の耐震化

耐震化延長
L=18.0km

800,000 R7-R11
1.3%

（R5年度）
新規事業 市

上下水道局
工務課

農村整備事業
6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

津原・尾原地区農業集落排水施設機能強化対策
非常通報装置N=23
基
処理施設　１式

39,000 ～R3
100%

(R5年度）
完成 市

上下水道局
工務課

農村整備事業
6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

上神・東鴨地区農業集落排水施設機能強化対策
非常通報装置N=23
基

33,800 R4～R5
100%

(R5年度）
完成 市

上下水道局
工務課

農村整備事業
6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

三江・下米積地区農業集落排水施設機能強化対策
非常通報装置N=17
基
処理施設　１式

35,000 R5～R6
44％

（R5年度）
完成 市

上下水道局
工務課

農村整備事業
6-2 上下水道・工業用水等の長期間に
わたる供給・機能停止（用水供給の途
絶、汚水流出対策含む）

処理機能の停止及び事故の未然防止等の観点か
ら、早急かつ計画的に施設の改築・更新を実施する。
また、災害の未然防止のために、浸水対策事業を実
施する。

下水道施設のストッ
クマネジメント

500,000
　　R11
R2～R6

0%
(R5年度）

事業継続 市
上下水道局

工務課

６．ライフラインの確保及び早期復旧



事業名
起きてはならない最悪の事態（国土強
靱化計画）

事業（取組）の概要 事業規模
全体事業費

（千円）
事業期間 現況

計画完了時
（R7.3）の状況

事業
主体

担当部署
備考

※重複する目標番
号（１～８）を記載

鳥獣被害防止総合対策交付金
7-2 ため池、ダム等の損傷・機能不全に
よる二次災害の発生（農地・森林等の荒
廃による被害を含む）

有害鳥獣侵入防止柵の設置 L=21,000m 6,300 R3～R5
約80%

(R4年度)
完成 市 農林課

農村地域防災減災事業
（農業用河川工作物応急対策事業）

7-2 ため池、ダム等の損傷・機能不全に
よる二次災害の発生（農地・森林等の荒
廃による被害を含む）

円谷大口堰の取水堰本体の改修 L=50m 12,300 R5～R7
62％

（R5年度）
(R6.3.31現在）

事業継続 県 地域整備課

農村地域防災減災事業
（地域ため池総合整備事業）

7-2 ため池、ダム等の損傷・機能不全に
よる二次災害の発生（農地・森林等の荒
廃による被害を含む）

観ノ目ため池改修 N=1箇所 155,000 R5～R7
11％

（R5年度）
(R6.3.31現在）

継続事業 県 地域整備課

農村地域防災減災事業
（地域防災機能増進事業）

7-2 ため池、ダム等の損傷・機能不全に
よる二次災害の発生（農地・森林等の荒
廃による被害を含む）

北条用水路型水路の耐震改修 L型水路 L=1,624m 736,000 R1～R7
38％

（R5年度）
(R6.3.31現在）

継続事業 県 地域整備課

農村地域防災減災事業
（特定農業用管水路特別対策事業）

7-3 有害物質の大規模拡散・流出 久米ケ原３期地区における石綿管更新
幹・支線L=4,553m ブ
ロック管路 一式

853,000 H30～R6
93％

（R5年度）
(R6.3.31現在）

継続事業 県 地域整備課

防災・安全交付金（水道管路耐震化等推進事業）
8-4 基幹インフラの損壊により復旧･復
興が大幅に遅れる事態

老朽化した基幹管路の更新・耐震化により安全で安
定的な水道水の供給を目指す。

更新管路延長
L=5.5km

500,000 R3～R7
70%

(R5年度）
事業継続 市

上下水道局
工務課

７．二次被害の防止

８．迅速な復旧・復興


